
この通信は、南古谷駅周辺まちづくりの進捗をお知らせするものです。

長年、地域の皆様にご要望いただいておりました南古谷駅の北口開設に向けては、橋上駅舎化

を進めるため、新たに南北の駅前広場を位置づけることや、関連する都市計画道路の見直し作業

を進めてまいります。

市では、この見直しに際して、地域の皆様から広くご意見を賜りながら進めていきたいと考え

ており、関係権利者の皆様への個別訪問や地元説明会のほか、市民全体を対象とした説明公聴会

を開催いたしました。

（主なご意見、ご質問については、裏面をご参照ください。）

駅前広場や都市計画道路等に関する関係権利者の皆様に、個別に訪問をさせていただきました。

地元説明会前には１８２名の方々に、説明公聴会前には１９５名の方々にお話をお聞きすること

ができました。

2月25日（土）に南古谷公民館、26日（日）

に古谷公民館において、地元説明会を開催し、延

べ173名の皆様にご参加いただきました。

また、６月１１日（日）には、東部地域ふれあ

いセンター及び農業ふれあいセンターにおいて、

市民全体を対象とした都市計画法に基づく説明公

聴会を開催し、延べ８６名の皆様にご参加いただ

きました。

南古谷駅周辺の基盤整備につきましては、

●南口・北口駅前広場整備

●南北連絡自由通路を含む橋上駅舎化整備

等を、当面の整備目標として位置付け、事業を推進してまいります。

上記の整備の目途が付き次第、順次、関連する都市計画道路等の整備を推進してまいりたいと

考えております。

今後の進め方につきましては、引き続き皆様のご理解ご協力を賜りながら、都市計画法に関す

る見直し手続きを進めるとともに、早期の事業着手につながるよう、必要な手続き等を行ってい

きたいと思いますので、よろしくお願いいたします。

なお、詳細につきましては、決定次第、広報やホームページ等でお知らせいたします。

説明公聴会の様子

個別訪問の実施

地元説明会・説明公聴会の開催
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川越市 都市計画部

都市整備課

TEL 049-224-5964

【問い合わせ先】川越市 都市計画部 都市整備課 市街地整備担当

所在地：川越市元町1丁目3番地１ 川越市役所5階

T E L：０４９－２２４－５９６４（直通）

Emai l：toshiseibi@city.kawagoe.saitama.jp

今後のスケジュール（予定）
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駅を中心とした整備について



これまでに皆様からいただいた主なご意見、ご質問をまとめました！

◇都市計画道路について

Ｑ．歩行者が安全に利用できる歩道を整備してほしい。

Ａ．右図のとおり、両側に自転車歩行者道を設ける計画としており

ます。

Ｑ．整備費用を抑えるため、沼田排水路に蓋を掛けて歩道としては

どうか。

Ａ．沼田排水路に連続して蓋掛けをすることについて、管理上の課

題があることや、高圧鉄塔の移設も多額の費用がかかることか

ら、道路計画に含めることは困難であると考えております。

◇北口開設について

Ｑ．完成目標はいつ頃になるのか。

Ａ．市としては、JR東日本をはじめとする関係機関との協議を進め、早期完成を目指していきたいと考えております。

Ｑ．バリアフリーに対応した整備となるのか。

Ａ．全ての人に使いやすい計画とし、移動を円滑にするため、南北連絡自由通路を含む橋上駅舎化の整備に際しては、

エスカレータやエレベータを設置していく考えです。また、駅前の両広場には、「思いやり乗降場、市内循環バス、

路線バス、タクシー乗降場」等を設けていく予定です。

Ｑ．北口開設が行われることの効果について。

Ａ．駅北側地区の皆様が駅を利用しやすくなるだけではなく、線路の南北を往来する歩行者につきましても、隣接する

踏切を利用せずに、南北連絡自由通路を利用できるようになります。このことから、安全性や利便性が高まる効果

があると考えております。

◇交通安全対策について

Ｑ．都市計画道路だけでなく、幹線道路や生活道路の整備をしてほしい。

Ａ．警察や関係部署と調整を行うとともに、関係権利者のご理解ご協力を賜りながら、通学路の整備を優先に、グリー

ンベルト、標識看板の設置など、地元の皆様が安心して利用できるよう検討してまいります。

Ｑ．県道川越新座線の踏切拡幅を行ってほしい。

Ａ．現在、埼玉県により、県道川越新座線と南古谷駅前通り線の交差点を中心に整備事業が進められており、市として、

引き続き整備を行っていただくよう働きかけてまいります。

標準断面図（14ｍ）

南古谷伊佐沼線イメージ
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